
2023東京大学FS

福島県金山町
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全線運転再開となった只見線を活用して
住民自らの主体的なまちづくりを後押しする事業策定

か ね や ま ま ち



金山町概要
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位 置/東経139度31分 北緯37度27分
面 積/293.92㎢
人 口/1,780人（2023.3.1現在）
世帯数/982世帯（2023.3.1現在）
高齢化率/62％（2023.3.1現在）
特徴/特別豪雪地帯・はっきりした四季・JR只見線

・只見川水系の水力発電所・超少子高齢過疎
・お年寄りが元気

観光/温泉・沼沢湖・本名御神楽岳・霧幻峡・JR只見線
特産品/天然炭酸水・奥会津金山赤カボチャ・ヒメマス
特に力を入れている事業/移住定住・子育て・
公式キャラクター/かぼまる

自然の恵みと 笑顔あふれる かねやま
～思いやり 支えあいのまち～

沼沢湖
天然炭酸水

赤カボチャ

福島県

かぼまる
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JR只見線とは？

福島県会津若松市の会津若松駅と新潟県魚沼市の小出駅を結ぶ

全長：135.2㎞のローカル線です。

新緑や紅葉、雪景色が美しい鉄道として有名です。

金山町は、只見線の中間地点です。
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2011年7月29日 新潟・福島豪雨災害

2017年 鉄道復旧合意（上下分離方式）
2018年 復旧工事起工式
復旧費 90億円（1/3 JR東・2/3 県・自治体）

2022年10月1日 全線運転再開

橋梁流出等の被害 会津川口駅～只見駅間不通に！！

運営費 約2.1億円/年（70％福島県・30％ 地元自治体）

１１年ぶりに
復旧
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再開で盛り上がった町内
この賑わいをいつまでも

①町民が只見線に乗る
②町民が只見線で地域づくり
③只見線と共に生きる町

そのために
は・・・
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東京大学ＦＳに期待すること

１ 金山町民が只見線に乗りたくなるための事業を考えてほし
い！

２ 金山町民や民間団体が只見線を活用した地域づくりを行う
ための事業を考えてほしい！

３ 金山町民が只見線を“地域の宝”として誇りをもつための事
業を考えてほしい！

2023 東京大学FS実施

2024 提案事業の予算化・実施

只見線のまちづくりの充実


